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福島研究基盤創生センターの研究開発 1

遠隔技術

東電福島第一原発の廃炉作業

調査・作業、燃料デブリ取出し 放射性廃棄物の処理・処分

楢葉遠隔技術開発センター 大熊分析・研究センター

廃炉促進のための技術開発1F適用技術の実証試験

研究開発をするための場を構築
遠隔基盤開発
（標準試験法、
ロボットシミュレータ等）

ホット試験技術開発
（可視化技術、化学分析技術等）



楢葉遠隔技術開発センターでの技術開発の取り組み

研究拠点を用いた研究開発

１．調査・作業，燃料デブリ取り出し
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【ニーズ】

・ロボット等の機器を用いた安全かつ効果的な遠隔作業の実現

【課題】
廃炉推進のために
・ 作業に対して高いパフォーマンスを示すロボットの設計・開発の効率化
・ 作業に応じて適切な候補の選定，投入するためのロボットの性能評価
・ ロボットオペレータの遠隔操作スキル・習熟度の向上

【研究課題】
・標準試験体の研究開発
・ロボットシミュレータの研究開発



具体的な研究開発テーマと内容 3

【研究課題１】廃炉作業に特有な環境でのロボット作業のための標準試験法の開発

ロボット移動性能の定量評価や操作技能評価 の指標として貢献

廃炉作業
に特有な
試験法

立案・設計

ビデオデータ
一般的な

災害ロボット
試験法

の適合性検討

http://www.tepco.co.jp/decommision/principl
es/technology/robot/index‐j.html

作業要素
解析

環境条件
抽出

不足

試験法
の抽出

ロボット機構
開発に活用

・

操作技能評価
に活用

【研究課題２】１Ｆ環境や遠隔作業へ影響及ぼす要因を模擬するシミュレータの構築

作業のくり返し試行による機構設計の要点抽出や事前の作業習熟に貢献

ロボット開発

ロボット設計

ロボット（実機）
製作・動作確認

操作卓を用いた
操作訓練

ロボットの動作確認
シミュレーション

環境データによる
ロボット作業

シミュレーション

１Ｆ環境デー
タ

ロボット操作訓練

シミュレーション機能
-１Ｆ2号機建屋内移動
- スラスタによる水中移動
- 通信障害
- カメラ映像視認障害
etc.



楢葉遠隔技術開発センターでの技術開発の取り組み

研究拠点を用いた研究開発
２．放射性廃棄物の処分・処理
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【ニーズ】

・作業現場・分析試料の放射線状態の把握を安全かつ効率的に実現

【課題】
廃炉推進のための
・ 安全な作業実施のために持ち運び容易な放射線可視化デバイスが必要
・ 効率的な分析作業実施につながる試料スクリーニングの迅速化

【研究課題】
・ポータブルガンマカメラの開発
・ガンマ線イメージングシステムの開発



具体的な研究開発テーマと内容 5

シリコン半導体を用いた
ガンマ線計測器

【研究課題１】放射性物質を見えるようにする持ち運び可能な小型ガンマカメラの開発
作業員が放射性物質の分布を把握可能になり，被ばく量低減化に貢献

ポータブルガンマカメラ

・1 kg未満 “軽い”
・センサー部（5 cm3未満） 小型
・“放射線に強い”

ヘッドギアに小型ガンマカメラを搭載し，分布をより詳細に把握

注）写真はイメージです

高位置分解能ガンマ線計測器および多方向計測システム

燃料デブリ・ガレキ等

137Cs B1 [Bq]

60Co B2 [Bq]

154Eu B3 [Bq]

３Dガンマ線分布 放射能推定

複数で多方向からの計測

推定

【研究課題２】試料自らが発するガンマ線を利用したイメージング技術の開発
燃料デブリ等のガンマ線源 位置，放射能レベル，種類 の推定迅速化に貢献

放射性物質の飛散状況，放射能強度の遠隔監視に活用



大熊開発・分析センターでの技術開発の取り組み

研究拠点を用いた研究開発

２．放射性廃棄物の処分・処理

6

【ニーズ】

・ガレキ等の放射性核種の状況の把握を迅速かつ効率的に実現

【課題】

・放射能測定のための複雑な化学分離工程・プロセスの簡素化と自動化

・長時間を要していた測定合理化のため短時間での複数核種の測定が必要

【研究課題】

・群分離法の開発

・化学分離工程の自動化のための開発

・ICP-MS法の適用

複数核種の同時測定法の開発

液体クロマトグラフィーと組合せた方法の開発



具体的な研究開発テーマと内容 7

【研究課題１】分離プロセス簡素化のための群分離法の開発
複数核種を一度に同時測定可能

→ 分離プロセス数の削減に貢献

【研究課題３】ICP-MS法の適用
高速液体クロマトグラフィーとICP-MSを組合せたシステムの開発

→ 分離プロセスの削減及び分離時間の短縮化 に貢献
複数核種の短時間測定技術 トリプル四重極ICP-MSの開発

→ 測定時間・感度の最適化，群分離法適用による同時測定

【研究課題２】化学分離プロセスの自動化のための技術開発
分離・抽出プロセスの自動化・自動抽出・分離装置の開発

→ 分離・抽出作業の24時間自動化を実現



まとめ 8

福島研究基盤創生センターのおける

“研究拠点を用いた研究開発”

楢葉遠隔技術開発センター

調査・作業，燃料デブリ取り出し

→ 効果的・効率的なロボット等遠隔作業の実施に貢献

放射性廃棄物の処分・処理

→ 作業環境・試料の放射線状態の効率的な認識に貢献

大熊研究・分析センター

放射性廃棄物の処分・処理

→ ガレキ等の放射性核種の迅速な状態把握に貢献


